＜懐かしい未来をつくる沖永良部のこころ＞
主催：NPO法人サステナブル・ソリューションズ　　共催：株式会社イースクエア

後援：東北大学大学院　環境科学研究科高度環境政策・技術マネジメント人材養成ユニット（SEMSaT）、　和泊町（調整中）、　知名町、ものづくり生命文明機構（打診中）

8月1日　18：30　前夜祭　　（調整中）
セッション１　クローズドセッション　「環境リーダー育成への挑戦」

なぜ、地球環境の劣化を食い止めることができないのだろうか。近年、企業や行政機関は、環境関連法・規制や消費者ニーズの変化等の形で強い環境制約を受けるようになった。それにもかかわらず、地球環境問題は深刻度をますます増している。このような社会状況の中、あらゆる機関で、地球環境に立脚した大きな舵取りが望まれているにもかかわらず、現実にはそれを達成することが極めて困難な情況を呈している。このような問題に対応するためには、新しい視点での人材育成が急務であり、具体的には、鳥瞰的に物事を捉え、解決すべき問題を絞り込み、環境と経済のディカップリングを促進可能なビジネスシステムを考案し、実行することができる環境リーダー（即実践型環境マネジメント人材）が必要である。

本クローズドセッションでは、このような社会状況の中で求められる環境人材とはどのような人材か、その人材教育に必要な要件とは何かについて、地球環境のメガトレンド、環境経営、商品設計、デザイン、政策、社会起業、社会システム、ネイチャー・テクノロジー、生物多様性等の幅広い観点から議論すると共に、即実践型環境マネジメント人材の教育を4年間実施してきたSEMSaT（高度環境政策・技術マネジメント人材養成ユニット）を評価したい。

日時：平成21年8月2日（日）　9：00～17：00
場所：沖永良部島　フローラルホテル2階　アダンの間

プログラム

	9:00-10:30　
	SEMSaTを振り返って

	
	
	SEMSaTの目指す教育、養成人材像

	
	
	SEMSaTの実績

	
	
	SEMSaTの評価（アンケート結果共有）

	10:30-12:00
	ディスカッション

	
	
	SEMSaTの実績と評価に関するコメント（カリキュラム構成、受講方法、学生の特徴等について）

	12:00-13:30
	昼食　　屋子母海岸　屋子母食堂　（フローラルホテルバスで移動　調整中）

	13:30-14:30
	求められる環境教育の姿

	
	
	「社会で求められている環境人材とその人材の教育に必要な要件とは」（各参加者から10分間のインプット×6名）

	14:30-17：00
	総合ディスカッション

	
	
	環境教育展開のための全体議論と提案


シンポジウム成果物：非公開用の報告書、一般公開用の報告書

シンポジウム修了後にアンケートを実施し、ヒアリングデータを補充し、報告書の参考資料とする。

参加者（予定）：
岡本享二

ブレーメン・コンサルティング株式会社　代表取締役
谷口尚司

東北大学大学院環境科学研究科　研究科長

広石拓司

株式会社工ンパプリック　代表取締役
益田文和
株式会社オープンハウス／エコデザイン研究所　代表取締役　東京造形大学デザイン学科教授
石田秀輝

東北大学大学院環境科学研究科教授、NPO法人サステナブル・ソリューションズ理事長
古川柳蔵

東北大学大学院環境科学研究科准教授、NPO法人サステナブル・ソリューションズ事務局長
エクベリ聡子
㈱イースクエア　取締役
18：30　～
知名町　夏祭り　花火大会に参加　（夕食調整中）
　　　　　　　　
夏祭り終了後は石田邸（酔庵）にてナイトミーティング
セッション2　オープンセッション　

公開討論会　「懐かしい未来をつくる沖永良部のこころ」

地球環境は急激な劣化を示し、日本は２０５０年までに二酸化炭素などの温室効果ガスを80％以上削減しなければなりません。それだけでなく、生物多様性や食料・水、資源・エネルギーも急速に劣化が進み、このままでは、次の世代に我々が地球から受けた恩恵を手渡すことさえできなくなります。無論、地球環境の劣化は人の心をもすさんだものにさせてしまいます。緑豊かな、そして青い海を持った沖永良部島には、すでに都会では失った多くのものが残っています、でも、一方では確実に環境の劣化も進んでいるのです。この島では私たち日本人に必要な何が残り何を失ったのでしょうか、あらためて考えることにより、今急速な劣化が進んでいる多くの世界の町にむけて新しい指針を提示できるのではないでしょうか。
日時：　平成21年8月3日（月）　　13:00～17:30

場所：　沖永良部島　フローラル館

スケジュール：
8：30～10：30
沖永良部島ツアー（調整中）

12：00～

昼食　（調整中）
	13：00～15：00
	ショート講演（各15～20分）
	

	
	
	1．地球環境問題とは何か？　

　　今考えなければならないことそして残された時間
	東北大学大学院環境科学研究科　

石田秀輝

	
	
	2．鉄で蘇る森里海の連環（仮）
	新日本製鉄株式会社　
篠上雄彦

	
	
	3．都会と島の環境観～想像力が地球を救うか～
	NPO　サステナブル・ソリューションズ　

矢口裕子

	
	
	4．価値づくりの暮らし
	東北大学大学院環境科学研究科　

古川柳蔵

	
	
	5．沖永良部の暮らしの移り変わり
	知名町副町長　朝戸武勝　


	
	
	6．沖永良部の食　いまとむかし
	和泊町食生活改善推進員連絡協議会長　伊集院喜美枝

	
	
	7．「沖永良部の海
	ダイバーハウス「シードリーム沖永良部」代表　東進一郎

	15：00～17：30
	討論会「伝えたい沖永良部の誇り、蘇らせたい沖永良部のこころ」

	
	
	ファシリテーター：
石田秀輝（東北大学大学院環境科学研究科）

パネリスト：朝戸武勝、伊集院喜美枝、東進一郎、篠上雄彦、矢口裕子、古川柳蔵


19：00　酔庵にて島人と参加者との合同フェアウェルパーティー　

お問合わせ先：事務局


	㈱イースクエア　担当：大西梨沙


Tel:03－5777－6730


Fax:03－5777－6735


Email:onishi@e-squareinc.com











